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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
年
賀
状 

余
計
な
こ
と
す
る 

ス
ナ
ッ
ク
マ
マ
）
（
席
順
で 

楽
し
さ
決
ま
る 

新
年
会
） 

（
痩
せ
た
ね
ぇ
ー 

そ
の
一
言
が 

平
和
呼
ぶ
）
（
Ｍ
サ
イ
ズ 

試
着
の
後
は 

Ｌ
サ
イ
ズ
） 

を
設
置
し
て
、
に
い
が
た

ヘ
ル
プ
の
会
と
の
連
携
を

確
立
す
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。 

 

雇
用
確
保
闘
い
の
為
の

特
別
決
議
、
春
季
生
活
闘

争
開
始
宣
言
の
採
択
が
な

さ
れ
団
結
頑
張
ろ
う
で
閉

会
さ
れ
た
。 

 

委
員
会
に
続
き
、
連
合

本
部
の
非
正
規
労
働
者
セ

ン
タ
ー
の
岡
田
局
長
か
ら 

非
正
規
労
働
者
の
現
状
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
た
。 

地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

柿
川
に
親
し
む
会
実
行
委

員
会
、
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
新

潟
、
そ
し
て
連
合
中
越
の

国
民
市
民
担
当
・
Ｓ
Ｊ
ネ 

ッ
ト
か
ら
３
１
名
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
た
。 

 

各
団
体
の
代
表

が
挨
拶
し
た
後
、

サ
ー
ク
ル
み
ず
ば

し
ょ
う
清
水
代
表

の
発
声
で
乾
杯
。

日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
毎
に
特
色

を
も
っ
て
地
域
活

動
を
展
開
し
て
い

る
が
、
一
堂
に
会

し
て
交
流
す
る
場

が
少
な
い
だ
け
に

盛
り
上
が
っ
た
交

流
会
と
な
っ
た
。

柿
の
炭
焼
工
房
で

活
動
し
て
い
る
最

年
長
者
は
８
２
歳

だ
が
、
元
気
に
交

流
さ
れ
て
い
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

 

湯
沢
町
社
協
は
、
湯
沢

町
が
進
め
て
い
る
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
介
護
事

業
を
受
託
し
て
地
域
の
高

齢
者
福
祉
事
業
の
先
頭
に

立
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
指

定
管
理
者
制
度
か
ら
し
て

い
つ
受
託
事
業
者
が
変
わ

る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

雇
用
不
安
と
将
来
不
安
を

抱
え
た
中
で
の
労
働
環
境

下
で
職
員
は
働
い
て
い
る

の
が
現
状
。 

 

自
治
労
新
潟
県
本
部
の

主
体
的
働
き

か
け
に
よ
り

労
働
組
合
結

成
に
こ
ぎ
着

け
た
も
の
。

結
成
当
日
は

勤
務
後
、
同

町
カ
ル
チ
ャ 

ー
セ
ン
タ
ー

会
議
室
に
結

集
し
て
の
大

会
。
組
織
化

を
担
当
し
て

い
る
中
山
オ

ル
グ
が
司
会

を
担
当
し
て

進
行
。
自
治

労
県
本
部
の

豊
岡
書
記
次 

改
正
が
提
案
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

更
に
、
中
小
職
場
の
支
援

や
外
国
人
労
働
者
の
救
済

支
援
を
行
う
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
、
に
い
が
た
ユ

ニ
オ
ン
の
活
動
強
化
に
関

す
る
提
案
に
つ
い
て
も
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。
具
体
的
に
は
、
全
地

協
で
同
ユ
ニ
オ
ン
の
支
部

を
２
月
ま
で
に
立
ち
上
げ

る
事
（
中
越
地
協
は
平
成

７
年
に
支
部
結
成
済
）
、

外
国
人
の
為
の
「
分
会
」 

 

１
月
２
９
日(

木)

午
後

６
時
３
０
分
か
ら
煉
瓦
亭

に
て
環
境
保
全
に
関
わ
る

活
動
団
体
の
合
同
新
年
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

当
日
参
加
し
た
団
体
は

サ
ー
ク
ル
み
ず
ば
し
ょ
う 

 

１
月
２
６
日(

月)

連
合

新
潟
は
第
４
３
回
地
方
委

員
会
を
開
催
。
主
催
者
を

代
表
し
て
登
壇
し
た
江
花

会
長
は
、
連
合
新
潟
が
非

正
規
労
働
者
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
具
体
的
に
展
開

し
て
い
る
派
遣
切
れ
・
社

員
寮
退
去
者
の
支
援
活
動

を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
れ

ら
の
労
働
者
の
雇
用
確
保

の
た
め
に
も
賃
上
げ
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
の
理
論

整
理
と
、
真
の
ワ
ー
ク
シ

ア
リ
ン
グ
に
は
、
労
働
基

準
の
柱
で
あ
る
週
４
０
時

間
労
働
を
３
５
時
間
な
ど

へ
の
法
整
備
が
極
め
て
合

理
的
で
恒
常
的
な
雇
用
対

策
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。 

 

議
事
で
は
一
般
活
動
報

告
が
な
さ
れ
た
。
交
通
労

連
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
産
業

で
働
く
仲
間
の
企
業
倒
産

に
あ
た
っ
て

の
支
援
に
つ

い
て
謝
辞
と

報
告
が
な
さ

れ
た
。 

 

審
議
事
項

と
し
て
０
９

春
季
生
活
闘

争
の
方
針
が

提
案
さ
れ
、

質
疑
の
後
、

全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、

非
正
規
雇
用

の
仲
間
も
含

め
た
、
職
場

の
権
利
の
闘

い
を
支
援
す

る
援
助
基
金

設
置
規
約
の 
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●
１
月
中
旬
に
長
岡
市
内

の
ア
パ
レ
ル
関
係
の
某
会

社
が｢

廃
業｣

を
決
意
し
て

従
業
員
に
解
雇
通
知
を

行
っ
た
。
従
業
員
２
４
名

中
、
１
８
名
が
中
国
か
ら

の
研
修
生
・
実
習
生
。 

●
日
本
に
来
て
研
修
期
間

１
年
、
実
習
期
間
２
年
の

計
３
年
間
が
基
本
。
研
修

生
は
、
仕
事
や
日
本
の
生

活
に
な
じ
む
期
間
と
し
て

｢

賃
金
で
は
な
く
生
活
費｣

が
支
払
わ
れ
る
。
最
低
賃

金
の
適
用
も
受
け
な
い
。

２
年
目
、
３
年
目
の
実
習

生
に
な
っ
て
、
労
働
基
準

法
の
適
用
を
受
け
、
賃
金

を
受
け
取
る
仕
組
み
。 

●
中
国
で
も｢

倒
産･

破

産｣

と
い
う
仕
組
み
が
あ

る
の
で
、
彼
女
ら
は
自
分

達
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
理
解
で
き
て
も
、
日
本

で
働
い
て
、
仕
事
を
覚
え

て
、
働
い
た
お
金
を
持
ち

帰
る
、
と
い
う
本
来
目
的

か
ら
か
け
離
れ
た
現
実
に

納
得
で
き
よ
う
も
な
い
。 

●
１
月
１
８
日(

水)

連
合

中
越
・
に
い
が
た
ユ
ニ
オ

ン
が
彼
女
ら
か
ら
労
組
加

盟
し
て
も
ら
っ
て
団
交
を

行
っ
た
。
１
人
一
律
４
０

万
円
を
会
社
が
支
払
う
こ

と
で
合
意
し
た
。
彼
女
ら

は
、
研
修
・
実
習
を
最
後

ま
で
達
成
出
来
な
い
中
で

の
帰
国
を
悔
し
が
っ
た
。 

●
研
修
・
実
習
生
制
度
は

現
状
に
は
対
応
で
き
ず
、

す
で
に
制
度
疲
労
し
て
い

る
。
見
直
す
べ
き
だ
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

長
が
連
帯
挨
拶
と
共
に
、

労
働
組
合
の
役
割
や
自
治

労
組
織
に
つ
い
て
説
明
。

更
に
お
祝
い
の
言
葉
が
湯

沢
町
職
員
労
働
組
合
、
湯

沢
町
都
市
施
設
公
社
労
働

組
合
か
ら
な
さ
れ
た
。 

 

連
合
中
越
か
ら
は
金
子

事
務
局
長
が
挨
拶
。
官
民

労
働
者
が
連
帯
し
て
こ
そ

働
く
者
の
権
利
や
労
働
条

件
の
向
上
が
図
れ
る
こ

と
、
連
合
の
地
域
組
織
の

連
合
中
越
南
魚
沼
支
部
の

紹
介
そ
し
て
、
長
岡
市
に

合
併
し
た
与
板
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
の
解
雇
反
対

闘
争
で
新
規
労
組
結
成
を

し
て
全
面
撤
回
を
勝
ち

取
っ
た
実
例
を
あ
げ
て
労

働
組
合
の
有
効
性
と
重
要

性
を
訴
え
た
。 

 

規
約
や
組
合
費
、
運
動

方
針
、
予
算
、
役
員
体
制 

自
治
労
加
盟
が
提
案
承
認

さ
れ
た
。
疑
心
暗
鬼
で
未

加
盟
の
職
員
も
お
り
加
盟

の
働
き
か
け
、
対
当
局
と

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
も

意
見
交
換
さ
れ
た
。 

 

初
代
の
執
行
委
員
長
の

高
橋
氏
に
よ
る
初
め
て
の

団
結
頑
張
ろ
う
が
声
高
ら

か
に
三
唱
さ
れ
た
。 

湯沢町社会福祉協議会で働く仲間 

新規労組を結成し自治労加盟 
不安定雇用の解消と労働環境改善求め 

正職員･臨時職員が一体となって組合運動開始 
 

介
護
事
業
な
ど
を
中
心
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
働
く
仲
間
が
、
自
治
労

か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
正
職
員
と
臨
時
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
１
月
２
０
日(

火)

午
後
６
時
３
０
分
か

ら
労
働
組
合
結
成
大
会
を
行
っ
た
。 

連合新潟･地方委員会 

09春季闘争方針と 

雇用確保の闘い決定 
非正規･正規の雇用確保に不可欠の賃上げ闘争確認 

環
境
保
全
活
動
団
体
合
同
新
年
会 

連
合
中
越･

国
民
市
民
担
当
や
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
も
参
加 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
電
話
で
は 

言
え
ぬ
文
句 

切
っ
て
言
い
）
（
長
電
話 

間
違
い
電
話
も 

長
電
話
）
（
サ
ラ
川
は 

弱
き
戦
士
の 

子
守
唄
）
（
サ
ラ
川
も 

勤
め
る
先
が 

あ
れ
ば
こ
そ
） 

 

あ
り
研
究
し
な
が
ら
少
し

で
も
進
め
た
い
。
直
ち
に

条
例
と
い
う
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。
」
と
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
雇

用
や
景
気
対
策
、
障
害
者

雇
用
、
学
校
給
食
関
係
、

介
護
に
関
わ
る
事
案
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
条 

 
１
月
２
８
日(

水)

な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
て
、(

財)

み
ど
り
百

年
物
語
協
議
会
の
長
岡
地

区
連
絡
協
議
会
の
結
成
準

備
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

県
内
に
同
財
団
の
連
絡

協
議
会
は
複
数
立
ち
上
げ 
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連
合
中
越
か
ら
は
矢
島

議
長
、
横
沢
・
小
林
副
議

長
、
金
子
事
務
局
長
、
今

井
事
務
局
次
長
が
出
席
。 

 

回
答
書
を
受
理
し
た
後 

フ
リ
ー
で
の
質
問
や
市
側

の
考
え
方
な
ど
が
具
体
的

に
説
明
が
な
さ
れ
、
有
意

義
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。 

 

長
岡
市
が
発
注
す
る
各

種
の
入
札
・
契
約
に
つ
い

て
単
に
価
格
の
み
で
は
な

く
、
総
合
評
価
制
度
を
確

立
す
べ
き
と
の
要
望
に
対

し
て
「
そ
の
通
り
と
考
え

る
。
た
だ
、
総
合
評
価
の

基
準
は
簡
単
で
は
な
い
。

あ
ま
り
時
間
を
か
け
ら
れ

な
い
事
例
も
あ
る
し
、
価

格
要
素
８
割
、
評
価
要
素

が
２
割
と
い
う
事
な
ど
も 

 
 

 

例
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

や
意
見
に
対
し
て
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
丁
寧
な
説
明
が

な
さ
れ
た
。 

 

連
合
中
越
政
策
委
員
会

と
し
て
は
、
各
産
別
・
単

組
に
回
答
書
を
配
布
し
て

意
見
を
徴
収
し
た
上
で
、

回
答
書
に
対
す
る
精
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

よ
り
沢
山
の
積
極
的
な
意

見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
い
。 

ら
れ
て
い
る
中
で
、
中
越

地
域
で
活
動
し
て
い
る
、

植
樹
活
動
や
森
づ
く
り
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る

団
体
有
志
が
準
備
会
に
出

席
し
て
意
見
交
換
が
図
ら

れ
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
内
で

活
動
し
て
い
る
中
で
、
お

互
い
の
横
の
情
報
交
換
も

大
切
で
あ
る
こ
と
が
共
通

認
識
で
一
致
し
た
。
４
月

下
旬
頃
を
念
頭
に
し
て
連

絡
協
議
会
を
設
立
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

フ
リ
ー
の
意
見
交
換
で

は
、
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
の
資
金
の
確
保
や

若
者
、
子
供
た
ち
を
活
動

に
参
画
さ
せ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
単
に
森
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
環
境
保

全
活
動
全
体
の
中
で
、
森

を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
も
紹
介
さ
れ
た
。

小
千
谷
、
魚
沼
・
柏
崎
地

域
も
対
象
と
し
た
広
域
な

協
議
会
と
な
る
予
定
。 

 

 

連合北魚沼支部だより 連合小千谷支部だより 
○ 北魚沼支部新春“旗開き”を開催 

 本年も1月21日会館魚新にて北魚沼支部の旗開きを開催してきました。 

 比較的穏やかな年末年始の気象とは裏腹に、労働者、勤労者を取り巻く現

状には厳しいものがある中で、今年も初参加の単組もあるなど58名の参加者

で賑やかに行ってきました。 

 来賓の矢島議長の挨拶等の後、全単組から本年の抱負や、紹介をいただ

き、又、恒例の抽選会も行うなど単組交流にも力を入れてきたところです。 

締めくくりは、恒例の森山支部長の“団結ガンバロー”を、全員で唱和し、

LSCを含め支部活動のさらなる前進を確認してきました。  

 昨年12月15日（月）、川口町、魚沼市の首長に対し支部長、事務局長に

て、要請書を提出してきました。 

 当日のやりとりで、「予算について限界があるが、内容については、大枠

的に理解できるし、関係団体と連携を図る中でアンテナは広げていきたい。

連合としても全国組織を活用し、国にも強く働きかけていただきたい。」な

ど意見交換も行ってきました。 

○「景気後退による解雇・雇い止め、 
雇用不安に対する緊急要請」を実施  

あけましておめでとうございます。ユキワ精工労

働組合です。地協では小千谷支部、産別ではＪＡＭ
新潟に所属しています。当組合員総数は１３０名、
執行部は委員長以下１１名で活動しています。 

この写真は、昨年１２月１３日に行われた組合・
会社主催のクリスマスパーテー餅つきの風景です。
子供達が沢山集まりお父さんが杵を持っている情景

です。その他の活動としては、ソフトボール大会・
ビール祭り等が開催されます。春闘・夏季一時金な
どの賃金交渉もさることながら、組合員・家族同志

のふれあいも大切にしようと考えています。今年は
厳しい年になると思いますが、宜しくお願いしま
す。 

長岡市 

市政要望に文書と補足説明で回答 
雇用環境の改善に全力で取り組む姿勢示される 
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